
第２回 城東区いじめ・不登校サミット 

 

事例１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜これまでの背景＞ 

Aさんは、待ち合わせ時間に遅れることはいつも謝りますが、結局イベント等には間に合う

ので、内心では遅刻をそれほど気にしておらず、同じことを繰り返しています。 

B さん、Cさんは、映画館の件では腹を立てましたが、間に合った後は仲良く過ごしたので、

Aさんにはあらためて不満などは伝えていません。 

 

 

 

みんなで考えよう！ 

私たちは、いじめに立ち向かうために、「何ができるのか？」 

     

A さんは、待ち合わせをするといつも１０分ぐらい遅れてきます。仲良しグループで映画を観に

行く時、A さんが遅れたため予定の電車に乗れず、映画館への到着が開演ぎりぎりとなってしま

しました。 

度重なる遅刻に、さすがに仲良しのBさん、Cさんも腹を立て、Ａさんへの不満をクラスの子

たちに聞いてもらったところ、そのことをきっかけに、Ａさんは、クラスの子たちから冷たく当たら

れるようになりました。さらにＢさん、Ｃさんは、Ａさんを遊びに誘わなくなり、Ａさんを無視する

ようになりました。 

※参考資料『いじめ事例別ワークシート～すべては子どもの笑顔のために～』（三重県教育委員会・弁護士会）



第２回 城東区いじめ・不登校サミット 

 

事例２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜これまでの背景＞ 

Aさんは、Dさんが教室で一人で過ごしているのは寂しいし、つまらないだろうと思って自

分のグループに誘いました。Dさんも誘われたことを嬉しく思い、一緒に行動するようになり

ました。 

D さんがプロレス技をかけられている教室前の廊下は、多くの生徒が通っており、現場を見

ています。Dさんは技をかけられている時は苦しそうにしていますが、その後は笑顔です。 

A さん、Bさん、Ｃさん、Ｄさんにはいじめの認識はありません。 

 

 

みんなで考えよう！ 

私たちは、いじめに立ち向かうために、「何ができるのか？」 

     

Ａさんは明るい性格の生徒で、同じクラスのＢさん、Ｃさんの２人と仲が良く、休み時間は３人で

過ごしています。一方、同じクラスのＤさんは大人しい性格で、休み時間も１人で過ごしていまし

た。Ａさんは、そんなＤさんを誘い、休み時間を一緒に過ごすようになりました。ある時、Ａさんが

ふざけてＤさんにプロレス技をかけたところ、Ｄさんの反応が面白かったので、それを見ていたＢ

さん、Ｃさんも翌日から、毎日のように教室前の廊下で、かわるがわるＤさんにプロレス技をかけ

るようになりました。また、その様子を携帯電話で動画撮影し、３人で動画を見て笑っていました。 

それを見たクラスメイトから担任の先生に「いじめではないか？」との相談があり、担任の先生

がＡさん、Ｂさん、Ｃさんに事情を聞きましたたが、全員が「遊んでいるだけ。」と話し、Ｄさんも

「時々痛いし嫌なときはあるけど、いじめとは思っていない。」と話しました。 

※参考資料『いじめ事例別ワークシート～すべては子どもの笑顔のために～』（三重県教育委員会・弁護士会）




